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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブ経路を共に規定する第１部分および第２部分を含む洗浄ユニットと、前記第２部
分から前記ウェブ経路の方へ伸びる少なくとも１つの導電性の洗浄部材と、を備えたウェ
ブ印刷システムにおけるウェブの洗浄方法であって、
　前記第１部分は、前記ウェブ経路を規定するために前記第２部分の向かい側に配置され
ており、
　前記ウェブは、印刷可能面を含み、前記ウェブ経路を介して移動可能であり、
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材および支持部材に電源を印加して、前記少なく
とも１つの導電性の洗浄部材および前記支持部材に電気的にバイアスをかけるステップと
、
　前記ウェブの前記印刷可能面に前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材を使用して、前
記ウェブを洗浄するステップと、を含み、
　前記支持部材は、前記洗浄ユニットの前記第１部分から前記ウェブ経路の方へ伸び、前
記少なくとも１つの導電性の洗浄部材と向かい合うように配置されて、前記ウェブを支持
し、
　前記支持部材は、導電性の繊維毛の敷物である、
　方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材に静電気によって帯電したトナー粒子を引き付
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けるステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材に前記静電気によって帯電したトナー粒子を保
持するステップをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第１側面および第２側面を有するウェブを洗浄するためのウェブ洗浄装置であって、
　第１部分および第２部分を含む洗浄システムであって、前記第１部分は、ウェブ経路を
規定するために前記第２部分の向かい側に位置付けられており、前記ウェブは、前記ウェ
ブ経路を介して移動可能である、前記システムと、
　前記ウェブの前記第１側面および前記第２側面のうちの少なくとも１つを洗浄するため
の電界を形成するために構成および配置され、前記洗浄システムの第２部分から前記ウェ
ブ経路の方へ伸びる、少なくとも１つの導電性の洗浄部材と、
　前記洗浄システムの第１部分から前記ウェブ経路の方へ伸び、前記少なくとも１つの導
電性の洗浄部材と向かい合うように配置されて、前記ウェブを支持する支持部材と、を含
み、
　前記支持部材は、導電性の繊維毛の敷物である、
　ウェブ洗浄装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材は静電ブラシである、請求項４に記載のウェブ
洗浄装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材は、帯電したトナー粒子を引き付けるために、
電気的にバイアスをかけられている、請求項４に記載のウェブ洗浄装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの導電性の洗浄部材は、帯電したトナー粒子を退けるために、電気
的にバイアスをかけられている、請求項４に記載のウェブ洗浄装置。
【請求項８】
　前記支持部材は、電源に接続されており、電気的にバイアスをかけられており、前記少
なくとも１つの導電性の洗浄部材と共に電界を形成している、請求項４に記載のウェブ洗
浄装置。
【請求項９】
　ウェブを洗浄するための、導電性の洗浄部材を含んだウェブ洗浄手段と、
　電界を形成するために、前記導電性の洗浄部材および導電性の支持部材のうちの少なく
とも１つに電気的にバイアスをかけるためのバイアス手段と、
　前記電気的にバイアスをかけられた静電洗浄部材に対して前記ウェブを移動するための
ウェブ移動手段と、を含み、
　前記支持部材は、前記洗浄部材と向かい合うように前記ウェブを間にして前記洗浄部材
の反対側に配置されて、前記ウェブを支持し、
　前記支持部材は、導電性の繊維毛の敷物である、
　ウェブ洗浄システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、印刷システムの媒体を洗浄するための、方法、装置、および、システムに関
する。本開示はさらに、印刷システムの印刷された媒体を洗浄するための導電性の静電洗
浄部材の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　媒体洗浄問題は、印刷システムに共通している。カットシートまたはウェブシートの形
態をした紙または他の媒体を、印刷面への印刷前に洗浄する必要がある場合がある。従っ
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て、従来技術の洗浄システムは、例えば紙のウェブシートに印刷する前に、ウェブシート
をロールから印刷機または無塵紙の入力に必要な他の機械に供給するときに、ウェブシー
トの繊維やほこりを除去するように設計されている。従来技術の媒体洗浄技術は、印刷さ
れる入力媒体を洗浄するための固定された機械のブラシを用いる。機械のブラシは、緩ん
だ繊維や、媒体に印刷する前の媒体からの汚れ、を除去するための真空および／または空
気ジェットと組み合わせて用いられる。
【０００３】
　従来技術の印刷システムは、例えば印刷前の紙のウェブシートを洗浄するが、ウェブシ
ートの表面に画像を印刷した後で、画像を損なうことなくウェブシートを効果的に洗浄す
ることが必要である。例えば、従来技術の連続的な給紙ウェブシート印刷システムは、フ
ラッシュラジアント定着を用いる。ラジアント定着は、高質量のトナー画像を媒体に定着
させるが、さらには低密度の散らばった背景トナーを定着させないことがある。印刷され
たウェブシートがプリンタから出て、大きさごとに切断され、様々な仕上げ装置を通過す
ると、定着していないトナーが、仕上げ装置に移動してしまうことがある。
【０００４】
　多くの従来技術の媒体洗浄器は、印刷された媒体上で適切に用いるには強すぎる方法で
媒体と接触することがある。従来技術の固定されたブラシおよび真空システムは、印刷さ
れた媒体への損傷を最小化することができるが、固定されたブラシは、トナーによって急
速に汚染されてしまう。印刷時の汚れから固定されたブラシにトナーが蓄積することを防
止するために、押圧を止め、ブラシを洗浄する必要がある。このプロセスには時間がかか
り、効率的な印刷製造を妨げてしまうことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここに開示される方法、装置、およびシステムは、印刷の質を改善し、システムの構成
要素の汚染物を最小限にし、サービス間隔を伸ばすために、紙のウェブシートを含む印刷
された媒体を洗浄するための、導電性の洗浄部材に関するものである。方法、装置、およ
びシステムは、媒体を洗浄する間に例えば定着していないトナー粒子を引き付けるまたは
退ける、例えば導電性の静電洗浄部材を含んでいてもよい。ここに開示した方法、装置、
およびシステムは、印刷前の媒体の洗浄に用いられてもよい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　方法の実施形態は、導電性の洗浄部材および支持部材のうちの１つに電気的にバイアス
をかけることを含んでいる。これらの部材はそれぞれ、洗浄ユニットの第１部分および第
２部分によって規定された媒体経路の両側に配置され、これにより、電界が形成される。
方法の実施形態は、媒体経路を介して移動するウェブシートの第１印刷可能面および第２
印刷可能面のうちの少なくとも１つに、導電性の静電洗浄部材を使用することを含んでい
てもよい。
【０００７】
　さらに、方法の実施形態は、静電気によって帯電したトナー粒子、または、電気的にバ
イアスをかけられた支持部材と向かい合う接地した洗浄部材を、電気的にバイアスをかけ
られた洗浄部材に引き付けることを含んでいてもよい。静電気によって帯電したトナー粒
子は、例えば、ウェブシートへの画像の印刷の副産物である、放出されたトナー粒子であ
ってもよい。実施形態は、電気的にバイアスをかけられた洗浄部材、または、電気的にバ
イアスをかけられた支持部材と向かい合う接地した洗浄部材に、静電気によって帯電した
トナー粒子を保持することを含んでいてもよい。保持された粒子は、適切な時間、例えば
、所望のサービス間隔で、洗浄部材から放出さてもよいし、あるいは、洗浄部材またはそ
れと向かい合う支持部材は、洗浄部材から静電気によって帯電したトナー粒子を退けるた
めに電気的にバイアスをかけられていてもよい。
【０００８】
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　さらに、方法の実施形態は、第１洗浄ユニット部分および第２洗浄ユニット部分のうち
の少なくとも１つから伸びる導電性の第２洗浄部材に電気的にバイアスをかけることを含
んでいる。第２洗浄部材は、電気的にバイアスをかけられた第１洗浄部材と向かい合うよ
うに配置されていてもよい。バイアスをかけられた第１洗浄部材と摩擦帯電したウェブシ
ートとによって、および、これらの間に、および／または、バイアスをかけられた第２洗
浄部材と摩擦帯電したウェブシートとによって、および、これらの間に、電界が形成され
てもよい。さらなる１つの実施形態は、ウェブシートの第１印刷可能面および第２印刷可
能面のうちの少なくとも１つに、電気的にバイアスをかけられた第１洗浄部材および電気
的にバイアスをかけられた第２洗浄部材のうちの少なくとも１つを使用することを含んで
いてもよい。さらにもう１つの実施形態は、ウェブシートの両側の洗浄を行うために、ウ
ェブシートの両面に電気的にバイアスをかけられた第１洗浄部材および電気的にバイアス
をかけられた第２洗浄部材の両方を使用することを含んでいてもよい。
【０００９】
　同じ部材を含む洗浄装置および洗浄システムの実施形態は、媒体経路を共に規定する第
１部分および第２部分を備えた洗浄ユニットを含んでいてもよい。連続的な給紙印刷シス
テムに用いるための紙のウェブシートといった媒体は、媒体経路を介して移動してもよい
。ウェブシートは、第１印刷可能面および第２印刷可能面を含んでいてもよく、これらの
面には、画像を形成するためにトナーが堆積している場合がある。例えば、第１印刷可能
面は、洗浄ユニットの第１部分に面していてもよく、第２印刷可能面は、洗浄ユニットの
第２部分に面していてもよい。
【００１０】
　少なくとも１つの洗浄部材が、経路内に位置付けられたウェブシートの洗浄を行うため
に、洗浄ユニットの第１部分および第２部分のうちの少なくとも１つから媒体経路の方へ
伸びていてもよい。洗浄部材は、導電性であり、電源に接続されていてもよく、電気的に
バイアスをかけられていてもよい。他の実施形態では、支持部材は、洗浄部材と向かい合
っていてもよく、接地していてもよい。あるいは、支持部材は、向かい合う洗浄部材が接
地している間、電気的にバイアスをかけられていてもよい。
【００１１】
　他の実施形態では、第１洗浄部材は、第１洗浄部分から伸びていてもよく、第２洗浄部
材は、第２洗浄部分から伸びていてもよい。第１洗浄部分および第２洗浄部分は、互いに
向かい合って配置されていてもよく、それらの間で紙のウェブシートといった媒体が移動
する媒体経路を規定している。第１洗浄部材および第２洗浄部材は、媒体経路の方へ伸び
ていてもよい。このような構成は、印刷された紙のウェブシートといったウェブシートの
両側のより一層の洗浄を行うことができ、ウェブシートの同時洗浄を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】図１Ａは、従来技術のウェブシート洗浄ユニットを示す側面図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａの従来技術の洗浄ユニットを含む従来技術の洗浄システムを
示す上端透視図である。
【図２】模式的な一実施形態に従った洗浄ユニットを示す側面図である。
【図３Ａ】模式的な一実施形態に従った洗浄ユニットを示す側面図である。
【図３Ｂ】模式的な一実施形態に従った洗浄ユニットを示す側面図である。
【図４】、模式的な一実施形態に従った洗浄ユニットを示す側面図である。
【図５】模式的な一実施形態に従った、獣毛ブラシと導電性の静電ブラシとの洗浄性能を
比較したグラフである。
【図６】様々な洗浄部材パラメータの洗浄効果を比較したグラフである。
【００１３】
　導電性の静電洗浄部材を備えた媒体を洗浄するための方法、装置、およびシステムを理
解するために、図面に参照符号を付した。図面では、同様のまたは同一の要素を示すため
に、全体にわたって同じ参照符号を用いている。図面は、様々な実施形態、および、導電
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性の静電洗浄部材を備えた媒体を洗浄するための図示した方法、装置、およびシステムの
実施形態に関連したデータを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　通常は紙のウェブシートである印刷用のウェブシートは、一側面において、あるいは、
両側で同時に洗浄されてもよい。固定された繊維ブラシまたは他の材料といった洗浄部材
、または、洗浄媒体の洗浄に適した構造が、ウェブシートから汚染物質粒子を取り除いて
もよい。取り除かれた粒子は、次に、例えばウェブシートを横断する空気流によって、ウ
ェブシートから離れて運ばれ得る。このことは、１つまたは複数組の固定された繊維ブラ
シ間をウェブシートが通過し、ウェブシートを横断する空気流を用いることによって、成
し遂げられることができる。空気流に取り込まれた汚染物質粒子は、粗い粒子フィルタお
よび細かい粒子フィルタを含む空気フィルタを介して空気流を通過することによって除去
され得る。
【００１５】
　例えば固定されたブラシといった洗浄部材は、調整可能であってもよく、これにより、
張力をかけたウェブシートに多かれ少なかれ入り込むことができる。通常、より大きな入
り込みは、ウェブシート表面全域により大きな洗浄力を生じさせ、より強く材料を取り除
く。固定されたブラシの材料および密度は、洗浄力の総量およびウェブシートと接する繊
維の数を変えることによって、変更されてもよい。例えば、従来技術の獣毛ブラシは、馬
の毛または雄ブタの毛から形成されてもよい。雄ブタの毛は、通常、および馬の毛よりも
堅く、密度が低く、したがって、馬の毛とは異なる洗浄効果を有している。従来技術の洗
浄部材は、印刷前に入力媒体の洗浄に適切なものであり得る。
【００１６】
　図１Ａは、従来技術の媒体洗浄システムを示している。従来技術の媒体洗浄システムは
、洗浄ユニット１００を含んでいてもよい。洗浄ユニット１００は、通路ロール１０１ａ
および通路ロール１０１ｂといった回転可能または固定された部材によって規定された媒
体通路１０１を含んでいてもよい。洗浄ユニット１００は、第１洗浄ユニット部分１０５
および第２洗浄ユニット部分１０７を含んでいてもよい。第１洗浄ユニット部分１０５お
よび第２洗浄ユニット部分１０７は、その間に媒体経路１０８を規定するために配置され
ていてもよい。ウェブシート１０９といった媒体は、通路１０１を通って媒体経路１０８
を介して移動してもよい。
【００１７】
　図１Ａに示したように、固定された獣毛ブラシ１１１といった従来技術の洗浄部材は、
洗浄ユニットの第１部分１０５および／または洗浄ユニットの第２部分１０７から伸びて
いてもよい。ブラシ１１１は、接地板１１２と共に配置されていてもよい。ブラシ１１１
は、例えば第１部分１０５から、媒体経路１０８の方へ伸びていてもよい。ブラシ１１１
は、ウェブ１０９と接するために、媒体経路１０８内で移動可能に配置されていてもよい
。
【００１８】
　図１Ｂに示したように、洗浄ユニット１００は、洗浄システムを形成するために、真空
および／または空気流システム１１９、または、放たれた屑の除去に適した他の装置また
はシステムと結合していてもよい。例えば、図１Ｂは、洗浄ユニット１００を、粗いおよ
び細かいフィルタを含む空気フィルタ１２０に接続する、たわみやすいホース１１４を示
している。空気フィルタ１２０は、送風機１２４と結合していてもよい。空気流システム
１１９は、ウェブを横断する空気流１３０を発生させてもよい。ウェブシートを横断する
空気流１３０は、ウェブ１０９から、たわみやすいホース１１４を介して空気フィルタ１
２０に屑を運んでもよい。送風機１２４は、空気流に対する吸引を行ってもよい。あるい
は、もう１つの手段によって空気流が提供されてもよい。
【００１９】
　例えば導電性の静電ブラシといった導電性の洗浄部材は、特に印刷された媒体を用いる
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ための、すなわち印刷後の媒体を洗浄するための、従来技術の洗浄部材の洗浄性能を高め
る。電界が、導電性のブラシおよびその向かい側の導電性の支持部材、または、導電性の
ブラシおよび摩擦帯電したウェブによって形成される。電界は、印刷されたウェブの表面
において、定着していないトナー粒子に影響を与えてもよい。例えば、第１洗浄ユニット
部分から伸びる支持部材は、電気的にバイアスをかけられていてもよく、一方、第２洗浄
ユニット部分から伸びる向かい側の洗浄部材は、接地している。あるいは、洗浄部材は、
電気的にバイアスをかけられていてもよく、一方、向かい側の支持部材は、電気的にバイ
アスをかけられている。
【００２０】
　実施形態では、洗浄システムが、図２に示したように、洗浄ユニット２００を含んでい
てもよく、図２では、向かい側の洗浄部材は接地している間、支持部材が電気的にバイア
スをかけられていてもよい。洗浄ユニット２００は、ロール２０１ａおよびロール２０１
ｂによって規定された媒体通路２０１を含んでいてもよい。ロールが示されているが、洗
浄ユニット２００を介した媒体の移動の提供に適した任意の回転可能部材が、実行されて
もよい。あるいは、滑らかな滑り面が提供されてもよく、これにより、印刷された媒体は
、媒体の印刷面にわずかな損傷しか有さない、または、損傷を有していない滑り面を滑る
。洗浄ユニット２００は、第１洗浄ユニット部分２０５および第２洗浄ユニット部分２０
７を含んでいてもよい。第１洗浄ユニット部分２０５および第２洗浄ユニット部分２０７
は、それらの間に媒体経路２０８を規定するために配置されていてもよい。ウェブ２０９
といった媒体が、媒体経路２０８を介して通路２０１を通って移動していてもよい。
【００２１】
　図２に示したように、ブラシ２１１といった導電性の洗浄部材は、洗浄ユニット第２部
分２０７から伸びていてもよい。ブラシを示しているが、導電性の発泡体パッドおよび毛
の短い導電性の繊維布、または、媒体と接して移動するために弾性材料によって支持され
た他の導電性の布といった、媒体の洗浄に適した他の材料または構造が提供されてもよい
。ブラシ２１１は、媒体経路２０８の方へ伸びていてもよい。ウェブ２０９が洗浄ユニッ
ト２００の媒体経路２０８を介して移動するとき、ブラシ２１１は、接触点２１３におい
て媒体経路２０８内でウェブ２０９と接するように配置されていてもよい。洗浄される媒
体は、紙のウェブ、プラスチック薄膜ウェブ、または、印刷に適した他の任意のウェブ媒
体であってもよい。
【００２２】
　ブラシ２１１は、導電性のブラシである。例えば、ブラシ２１１は、導電率の高いまた
は低い静電ブラシであってもよい。ブラシ２１１の導電率の高い繊維の好ましい模式的な
抵抗は、１０１２Ω／ｃｍ未満であってもよい。導電率の低い繊維の模式的な抵抗は、１
０１２Ω／ｃｍから１０１５Ω／ｃｍであってもよい。図２は、接地したブラシ２１１を
示している。他の実施形態では、しかし、ブラシ２１１は、電源２２３に接続されていて
もよく、向かい側の支持部材または摩擦帯電したウェブによって電界を生み出すために、
電気的にバイアスをかけられていてもよい。
【００２３】
　図２に示したように、洗浄ユニット２００は、導電性の金属板２２８といった支持部材
を含んでいてもよい。導電性の金属板２２８を示しているが、支持部材は、向かい側の洗
浄部材によって電界の形成に適した任意の構造であってもよい。例えば、支持部材は、導
電性の毛の敷物、発泡体によって支持された導電性の布またはシート、または、導電性の
セラミックによって被覆されたロールまたは板であってもよい。支持部材または洗浄部材
に電気的にバイアスをかけることによって、電界が形成されてもよい。
【００２４】
　導電性の金属板２２８は、洗浄ユニット第１部分２０５から媒体経路２０８の方へ伸び
ていてもよく、第２部分２０７から伸びるブラシ２１１の向かい側に配置されていてもよ
い。
【００２５】
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　実施形態では、導電性の金属板２２８は、ステンレス鋼または他の磨耗の少ない導電性
の材料から構成されていてもよい。他の実施形態では、金属板２２８は、支持部材として
の使用に適した適切な導電率を有する任意の材料から構成されていてもよい。模式的な支
持部材は、硬質アルマイト、導電率が制御されたセラミックによって被覆された鋼、アル
ミニウムまたは他の適切な金属から構成されていてもよい。セラミックによる被覆物を、
アルミナ、ジルコニア、トリア、ベリリア、マグネシア、スピネル、シリカ、チタニア、
および、ホルステライトから構成された一群の材料から選択することができる。
【００２６】
　ブラシ２１１および金属板２２８の幅は、いくつかの実施形態では、洗浄ユニット２０
０を介して移動するウェブよりも広くてもよいので、ウェブが存在しない洗浄部材と支持
部材との間のショーティングを防止するための様々な構成が好ましい。例えば、ブラシ２
１１は、接地していてもよく、導電率の高い繊維を含んでいてもよく、金属板２２８は、
誘電性の被覆物を備えていてもよいし、電気的にバイアスをかけられていてもよい。ある
いは、ブラシ２１１は、電気的にバイアスをかけられていてもよく、導電率の低い繊維を
含んでいてもよく、導電率の高い金属板２２８は、接地していてもよい。
【００２７】
　導電性の金属板２２８は、誘電性の被覆物を含んでいてもよく、電源２２３に接続され
ていてもよい。誘電性の被覆物を有する模式的な支持部材は、例えば１０－８（Ω－ｃｍ
）－１未満の導電率を有していてもよい。他の容認可能な導電率は、１０－１５（Ω－ｃ
ｍ）－１から１０－８（Ω－ｃｍ）－１の範囲の値を含んでいてもよい。
【００２８】
　印刷されたおよび定着したウェブ２０９が媒体経路２０８を介して移動すると、帯電し
た屑は、ブラシ２１１に引き付けられてもよく、あるいは、媒体経路２０８のウェブ２０
９に印加された電界に応じて、ブラシから退けられてもよい。電界を発生させるために、
導電性のブラシ２１１が接地している間、金属板２２８は、電源２２３に接続されていて
もよく、図２に示したように電気的にバイアスをかけられていてもよい。ウェブ２０９は
、洗浄ユニット２００を介して移動されてもよく、これにより、ブラシ２１１がウェブ２
０９と接している間にウェブに電界を印加することができる。他の実施形態では、導電性
の金属板２２８は、ブラシ２１１が電気的にバイアスをかけられている間、接地していて
もよい。
【００２９】
　実施形態では、図３Ａおよび図３Ｂに示したような洗浄システムは、電気的にバイアス
をかけられた導電性の洗浄部材と、接地した向かい側の支持部材とを備えた洗浄ユニット
３００を含んでいてもよい。あるいは、支持部材は、電気的にバイアスをかけられていて
もよく、洗浄部材は、接地していてもよい。特に、洗浄ユニット３００は、通路ロール３
０１ａおよび通路ロール３０１ｂによって規定された媒体通路３０１を含んでいてもよい
。洗浄ユニット３００は、第１洗浄ユニット部分３０５および第２洗浄ユニット部分３０
７を含んでいてもよい。第１洗浄ユニット部分３０５および第２洗浄部分３０７は、それ
らの間で媒体経路３０８を規定するように配置されていてもよい。ウェブ３０９といった
媒体は、通路３０１を通って媒体経路３０８を介して移動していてもよい。媒体は、紙の
ウェブまたは他の印刷可能な媒体であってもよい。
【００３０】
　洗浄ユニット３００は、例えば導電率の低い繊維から構成された導電性のブラシ３１１
を含んでいてもよい。あるいは、ブラシ３１１は、導電率の高い繊維から構成されていて
もよい。ブラシ３１１は、電源３２３に接続されていてもよく、電気的にバイアスをかけ
られていてもよい。他の実施形態では、ブラシ３１１は、接地し、支持部材と向かい合う
ように配置されていてもよく、電源３２３に接続され、電気的にバイアスをかけられてい
てもよい。
【００３１】
　洗浄ユニット３００はまた、図３Ａに示した支持部材を構成する接地した導電性の繊維
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毛の敷物３２８を含んでいてもよい。あるいは、支持部材は、接地していてもよい。繊維
毛の敷物３２８は、導電率の高いまたは低い繊維を有する生地または織り布から形成され
ていてもよい。導電性の繊維毛の敷物３２８は、第１洗浄ユニット部分３０５から媒体経
路３０８の方へ伸びていてもよく、第２洗浄ユニット部分３０７から伸びるブラシ３１１
と向かい合って配置されていてもよい。従って、接地した繊維毛の敷物３２８および電気
的にバイアスをかけられたブラシ３１１を通って、媒体経路３０８に電界が印加されても
よい。
【００３２】
　実施形態では、支持部材は、図３Ｂに示したような接地した導電性のたわみやすいシー
ト３２８といった他の形態を有していてもよい。のたわみやすいシート３２８は、導電率
の高いまたは低い繊維を有する生地または織り布から形成されていてもよい。あるいは、
たわみやすいシート３２８は、金属被覆されたポリマー（例えば、アルミで被覆されたマ
イラー）、金属箔、ポリマー薄板、または、薄い金属シートといった、他のたわみやすい
導電性の材料から形成されてもよい。たわみやすいシート３２８は、弾力性のある支持部
材を含んでいてもよい。
【００３３】
　導電性のたわみやすいシート３２８は、第１洗浄ユニット部分３０５から媒体経路３０
８の方へ伸びていてもよく、第２洗浄ユニット部分３０７から媒体経路３０８の方へ伸び
るブラシ３１１と向かい合うように配置されていてもよい。従って、接地した導電性のた
わみやすいシート３２８および電気的にバイアスをかけられた静電ブラシ３１１を通って
媒体経路３０８の全域に電界が印加されていてもよい。
【００３４】
　実施形態では、図４に示したような洗浄システムが、電気的にバイアスをかけられた第
１洗浄部材と、電気的にバイアスをかけられていてもよい、第１洗浄部材と向かい合う第
２洗浄部材とを備えた洗浄ユニット４００を含んでいる。特に、洗浄ユニット４００は、
ロール４０１ａおよびロール４０１ｂといった移動可能な部材によって規定された媒体通
路４０１を含んでいてもよい。洗浄ユニット４００は、第１洗浄ユニット部分４０５およ
び第２洗浄ユニット部分４０７を含んでいてもよい。第１洗浄ユニット部分４０５および
第２洗浄部分４０７は、それらの間に媒体経路４０８を規定するように配置されていても
よい。ウェブ４０９といった媒体は、通路４０１を通って媒体経路４０８を介して移動し
ていてもよい。
【００３５】
　第１洗浄部材４１０は、導電率の高い繊維から構成されていてもよいブラシ４１１を含
んでいてもよい。第１洗浄部材４１０は、第１部分４０５から媒体経路４０８の方へ伸び
ていてもよい。第２洗浄部材４１２は、ブラシ４１１を含んでいてもよく、第１洗浄部材
と向かい合って配置されていてもよい。第２洗浄部材は、第２部分４０７から媒体経路４
０８の方へ伸びている。第１洗浄部材および第２洗浄部材のどちらか、または、それらの
どちらも、電源４２３に接続されていてもよく、電気的にバイアスをかけられていてもよ
い。
【００３６】
　洗浄ユニット４００は、バイアスをかけられた導電性の洗浄部材と摩擦帯電したウェブ
との間に電界を生み出してもよく、帯電した粒子は、ウェブに付着する。従って、長い時
定数なしに、ブラシ４１１の繊維の先端においてブラシにバイアスをかけるために、ブラ
シ４１１の導電性は高くてもよい。ウェブ４０９とブラシ４１１との間に生み出された電
界が、ブラシ４１１の向かい側の導電性の支持部材によって能動的に制御されないので、
効果的な洗浄に必要なバイアスは、予測が困難である場合がある。電界は、ウェブ４０９
の摩擦帯電電荷、ウェブ４０９に付着された定着していないトナーおよび他の粒子の電荷
、および、ブラシ４１１の先端の摩擦帯電電荷によって影響を受ける。これらのパラメー
タは、ブラシ繊維または他の洗浄部材、媒体特性、トナータイプ、環境の状態、および汚
染物の、摩擦電気特性および抵抗特性に基づいて、変更されてもよい。
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【００３７】
　上述の実施形態は、洗浄中にウェブに電界を印加するために、導電性の洗浄部材を用い
て、定着していないトナー粒子および他の帯電した屑を引き付けて保持することにより、
あるいは、このような粒子および屑を退けることにより、洗浄部材性能を改善する。実施
形態の導電性の洗浄部材は、従来技術の洗浄部材よりも改善された洗浄性能を示している
。例えば、図５は、バイアスをかけられた導電性のブラシおよび従来技術の動物からなる
ブラシの洗浄効果と比較した、ウェブ洗浄器の試験結果を示している。
【００３８】
　ウェブ洗浄器の試験では、試験洗浄部材の下流に位置付けられた本対象のウェブ印刷シ
ステムの様々な表面が、蓄積されたトナー汚染物を簡単に集めることができる高いトナー
蓄積領域であると確認された。試験中、蓄積されたトナーは、真空ノズルを用いて確認さ
れた表面から除去された。除去されたトナーは、小型の細孔フィルタにおいて集められた
。それぞれの異なる洗浄部材の試験操作用に位置付けられた表面に蓄積されたたくさんの
トナーを測定するための収集前およびその後に、フィルタの重さを測定した。フィルタを
、電位計に接続されたファラデーケージ内に収容した。電位計は、フィルタ内に集められ
たトナーの蓄積された電荷を測定した。それぞれの洗浄部材の試験操作のためのトナー電
荷測定値は、約＋６μＣ／ｇと比較的低かった。
【００３９】
　図５は、導電性のブラシといった洗浄部材の性能が、全ての試験済みのバイアスの選択
、＋２００ＶＤＣ、－２００ＶＤＣ、＋２００ＡＣ、および、ＯＶすなわち接地した状態
に関して、獣毛ブラシよりも改善されたことを示している。ウェブ洗浄器試験の好ましい
結果は、＋２００ＶＤＣでバイアスをかけられた導電性のブラシにおいて生じた。このこ
とは、プラスに帯電したトナー粒子を洗浄部材から退ける実施形態によって洗浄性能が改
善されていることを示している。帯電したトナー粒子の反発作用は、洗浄部材、例えばブ
ラシ、内のトナーの増加を防止する。プラスに帯電したトナー粒子の反発作用も、機械的
障害に加えて静電反発作用を用いることによって、印刷されたウェブのトナー粒子をより
効果的に妨害して、印刷されたウェブへのトナーの付着を遮断し、これにより、空気流が
定着していないトナー粒子および他の屑を運搬することができる。
【００４０】
　試験されたブラシの状態に関する洗浄効果を測定するための、印刷物を洗浄するための
試験結果を、図６に示す。具体的には、導電性の洗浄部材および支持部材を備えた洗浄シ
ステムが、試験された。洗浄部材用のバイアス選択が、接地した支持部材および電位が決
まっていない支持部材の両方に関して試験された。導電性の繊維ブラシおよび馬の毛ブラ
シが試験された。
【００４１】
　試験結果は、試験印刷物上をブラシが一度通過することによって印刷物が洗浄されたと
いうことを示している。印刷物は、次に、洗浄を評価するために検査された。基準マーク
を印刷物に取り付けることにより、洗浄前および洗浄後に、顕微鏡写真を比較することが
でき、除去された背景トナー粒子の割合を定量化できる。試験結果は、導電性のブラシ、
および特に、電気的にバイアスをかけられた導電性のブラシの洗浄性能が改善されたこと
を示している。試験結果はまた、導電性の洗浄部材、および、電位が決まっていない支持
部材よりもむしろ接地した支持部材を備えた洗浄システムの洗浄性能が改善されたことも
示している。
【００４２】
　導電性の洗浄部材を備えた媒体を洗浄するための方法、装置、およびシステムを、模式
的な実施形態と関連付けながら記載してきたが、他の多くの形態、変更形態、および、変
形形態が、当業者には明らかであろう。従って、ここに記載の方法、装置、および、シス
テムの実施形態は、実例のためであり、限定されるためのものではない。模式的な実施形
態の精神および範囲から離れない変更がなされてもよい。
【００４３】
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　様々な上記の開示されたおよび他の特徴および機能、または、それらの他の形態が、他
の多くの異なるシステムまたは用途と組み合わされることが望ましいということを理解さ
れたい。さらに続いて、本発明の現在ではまだ予測できないまたは予期しない様々な他の
形態、変更形態、変形形態、または、改良形態が、当業者によってなされてもよい。なお
、以下に、付記として本発明の構成の一例を示す。
（付記１）
　ウェブ経路を共に規定する第１部分および第２部分を含む洗浄ユニットと前記第１部分
および前記第２部分のうちの少なくとも１つから前記ウェブ経路の方へ伸びる少なくとも
１つの導電性の洗浄部材とを備えたウェブ印刷システムにおけるウェブの洗浄方法であっ
て、前記ウェブは、印刷可能面を含み、前記ウェブ経路を介して移動可能であり、
　前記導電性の洗浄部材および支持部材のうちの少なくとも１つに電源を印加して、前記
洗浄部材および前記支持部材のうちの少なくとも１つに電気的にバイアスをかけるステッ
プと、
　前記ウェブの前記印刷可能面に前記洗浄部材を使用して、前記ウェブを洗浄するステッ
プとを含む、前記方法。
（付記２）
　前記導電性の洗浄部材に静電気によって帯電したトナー粒子を引き付けるステップをさ
らに含む、付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記導電性の洗浄部材に前記静電気によって帯電したトナー粒子を保持するステップを
さらに含む、付記２に記載の方法。
（付記４）
　第１側面および第２側面を有するウェブを洗浄するためのウェブ洗浄装置であって、
　第１部分および第２部分を含む洗浄システムであって、前記第１部分は、ウェブ経路を
規定するために前記第２部分の向かい側に位置付けられており、前記ウェブは、前記ウェ
ブ経路を介して移動可能である、前記システムと、
　前記ウェブの前記第１側面および前記第２側面のうちの少なくとも１つを洗浄するため
の電界を形成するために構成および配置され、前記洗浄システムの第２部分から前記ウェ
ブ経路の方へ伸びる、導電性の洗浄部材とを含む、前記装置。
（付記５）
　前記洗浄システムの第１部分から前記ウェブ経路の方へ伸び、前記少なくとも１つの導
電性の洗浄部材と向かい合う、支持部材をさらに含む、付記４に記載のウェブ洗浄装置。
（付記６）
　前記洗浄部材は静電ブラシである、付記４に記載のウェブ洗浄装置。
（付記７）
　前記第２洗浄部材は、帯電したトナー粒子を引き付けるために、電気的にバイアスをか
けられている、付記４に記載の装置。
（付記８）
　前記洗浄部材は、帯電したトナー粒子を退けるために、電気的にバイアスをかけられて
いる、付記４に記載の装置。
（付記９）
　前記支持部材は、電源に接続されており、電気的にバイアスをかけられており、前記洗
浄部材と共に電界を形成している、付記５に記載のウェブ洗浄装置。
（付記１０）
　ウェブを洗浄するための、導電性の洗浄部材を含んだウェブ洗浄手段と、
　電界を形成するために、前記導電性の洗浄部材および導電性の支持部材のうちの少なく
とも１つに電気的にバイアスをかけるためのバイアス手段と、
　前記電気的にバイアスをかけられた静電洗浄部材に対して前記ウェブを移動するための
ウェブ移動手段とを含む、ウェブ洗浄システム。
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